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1O-8M， ECso1.4 X 10-8M，最大収縮76.5%contraction
の反応を起こした。 Ergonovineによる最大反応は 5
HTの最大反応よりも約30%小さかった。種々の措抗






















































mechanisms of Ptychodiscus brevis toxinー induced















ECsoは1.4X 1O-8M であり， 5 HTの ECsoは5.1X 
10-7M であった。種々の措抗薬 (methysergide，




methysergideの解離定数 (antagonist dissociation 
constant， pKs)は各々8.3:t0.1と8.5:t0.1で有意差は
みられなかった(p二0.5)0 Phenoxybenzamineを用い









10-8M と1..8x 1O-7M であった。気管平滑筋の場合と
同様に 6種の桔抗剤のうち methysergideのみが
ergonovineと5HTの収縮を競合的に抑制した。
以上の結果は ergonovineが犬気管気管支平滑筋を
5 HT受容体を介して直接収縮させることを示して
おり，本論文はこの作用機序を解明した点において高
く評価できる。
研究科委員会は審査委員の報告に基づき，これを討
論に付して審議した結果，本論文は医学の進歩に貢献
するところ大であって学位に値するものとして合格と
判定した。
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